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7.29中央最低賃金審議会目安答申に怒り心頭！ 

最賃改定35県据え置き、生活保護水準を下回る12都道府県のみ2～30円引き上げ！ 

 これじゃワーキングプアは解消されない！ 

各地域最賃引き上げ運動に全力をあげよう！  
最低賃金が生活保護水準を下回っている都道府県 

 ７月29日に中央最低賃金審議会は、最低賃金の改定目安は、生活

保護水準を下まわる「逆転現象」が起きている12都道府県に限って

2 円～30 円を引き上げ、他の県は目安を示さず「現行水準の維持を

基本」とした答申を出しました。 

このままではワーキングプアは解消されないし、地域間格差は広

がるばかりです。不況打開のためにも大幅引き上げが必要です。目

安を乗り越え、生活できる最低賃金を実現するために地域最低賃金

引き上げに全力を尽くしましょう。 

7月23日 第5次最賃デー・中央総決起集会 

全国から3000名が参加！生協労連は76人が参加、最賃Ｔシャツ

とうちわ、各単組は横断幕や、祈りをこめた最賃折鶴のマトイ、最

賃１０００円の思いを綴ったあやしい衣装団も登場してにぎやかに銀座パレードを行いました。      

梅雨明けの湿った空気の中、日比谷野外音楽堂

で行われた全国集会に生協労連の仲間は最賃 T シ

ャツを着て参加しました。各労働組合や民主団体

が工夫をこらした横断幕やプラカードを持ってた

たかいの報告や訴えで交流しました。報告の最後

はナノテックやいすゞ自動車、日産自動車で非正

規労働者の解雇問題でたたかっているJMIUのなか

まから「最後の一人が勝利するまで闘います」と

決意が述べられ熱いパワーと勇気をもらい団結ガ

ンバロウを行いました。労働者派遣法の抜本改正

都道 

府県 

差額 

（円） 

引き上げ

目安（円）

北海道 47 10

青森  9  3

宮城 20 10

秋田  3  2

埼玉 23 12

千葉  5  3

東京 60 20～30

神奈川 66 22

京都 23 12

大阪 26 13

兵庫 16  8

広島 16  8

パート    なかないで あしたを見つめ歩きましょう 
部会    にげないで 明るい職場をつくりましょう 
 の     ぬけめなく しっかり実利をとりましょう 
 なに    ねつっぽく 暮らしと生協を語りましょう 
ぬねの    のしつけて 差別を返上しちゃいましょう 

私達が最賃 1000 円
実現させます！ 



第15回パート部会総会 

９月26日(土)～27日（日）

日本青年館にて 

＊詳細は別紙案内第2弾を参照

編集は関東地連（木下・柳）担当

と均等待遇は人権の問題として早急に実現させるべきです。日比谷野音での集会の後、厚生労働

省前行動に移り、ひろしまパート労組の榎さんが生活保護水準での生活体験を報告し「食べるこ

としか考えられない生活。普通の生活を

するためにはせめて 1,000 円の時給が必

要」と訴えました。15時からは元気にシ

ュプレヒコールを行いながら銀座パレー

ドを行いました。空も私

たちのパレードを見守っ

ていてくれたのか、パレ

ードが終わったとたんに

雨になりました。やっぱり普段の行いが肝心。（きの） 
                                    

第5回生協労連パート部会幹事会報告★☆★☆★☆★☆ 

さっぽろニュー労組を励まし元気をもらった交流会 

７月15日～16日札幌クリスチャンセンターにて第5回幹事

会を行いました。今回の幹事会は、新人事制度導入を合意がで

きた事業所から行っていくという問題をかかえながら、広い北海道の事業所を廻り、組織拡大に

頑張っているさっぽろニュー労組のなかまと、「労働組合ってやっぱり大事、励まし励まされよう」

と、学習会と懇談会を合同で行い、幹事16人が参加しました。     

 15 日 13 時から、学習会「あなたの食べているもの安全なの？どこからくるの？」と題して、

北大農学部教授の飯澤理一郎さんから、食料自給率について５つの視点からのお話を伺いました。

その後、ニュー労組は定期大会、パート部会は幹事会を行い、16時半から３つのグループに分か

れて分散懇談会を行いました。北海道大学食堂での夕食交流会もグループごとの懇談をつづけ、

さいごに全員が発言しました。江別生鮮センターのなかまは「ニュー労組の仲間が一番たくさん

いるところです。新人事制度をまだ受け入れていません。作業は夜中の 3 時から始まりますが、

新人事制度では、時間帯手当をなくし、深夜割り増しだけにするという提案と朝の時間帯手当も

大幅削減の内容です。もちろんみんな大反対ですが、ニュー労組の仲間は過半数になっていませ

ん。定年も近く、自分がどうすればいいか悩んでいます。しかし、この交流会で『時間帯手当削

減は受け入れない』としっかり方針を示し、事業所長にも先手を打って組織拡大していくことを

決心しました」と発言。事業所内の圧力もある中で、それをはねのける団結で頑張る発言がつづ

きました。さっぽろニュー労組を私たちも心から応援します。  

翌日は９時から 13 時まで、北海道地連事務所にて、パ

ート部会総会などについて話し合いました。 


